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新 座 だ より 

十文字学園女子大学・短期大学部 

06s学生記者が行く 第45回桐華祭　笑（わっはっは）～人生笑ったもん勝ち～

09s科目ラインアップ 6つの冠講座を開講

10s若桐会だより 同窓会 部会創立35周年

12s新着トピック 国際交流レポート 日本文化理解特別講座／本学初 中国へ短期留学

14s十文字ニュース タイ研修で深めた絆／平成23年度名誉教授　etc.

18s公開講座レポート＆入試情報

特報 8つの研究所が始動！
～地域貢献、学生への還元を目指して～

第45回桐華祭は大盛況のうちに幕を閉じ、学
生が地域の方や来校者と交流を深める貴重な
機会となりました。今号の『新座だより』では、桐
華祭を振り返るほか、８つの研究所の活動に注
目。どの研究所も学生との関係性を密接にする

ことで、研究を学生のキャリアアップにつなげ
るとともに、そこでの学びを地域・社会へアウト
プットすることを目指しています。また、今年の
冠講座は、１人でも多くの学生に意欲をもって
受講してほしいと思います。（水野遥：編集長）
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Spotlight on Campus
平林寺訪問～キャンパスを飛び越えて～

2011年11月３日（木・祝）、本学学生が制作する地域向けフリーペーパー『ナチュラ

イフ十文字』の記者・天羽洋子さん（コミュニケーション学科２年）、伊藤佳菜さん（メ

ディアコミュニケーション学科1年）が平林寺の松
まつ

竹
たけ

寛
かん

山
ざん

老師を訪ね、東日本大震災

を経て「私たちに何ができるのか」、若い女性の生き方についてインタビューした。

松竹老師は、禅の修行に触れながら「まず自らの本心に問いかけなさい」「相手と喜

びや悲しみをともにしなさい」「自分も他人も分け隔てなく大切に」などと語りかけた。

また、インタビューには、東日本大震災で被災し、避難先として提供された都営住宅

から通学している、福島県浪江町出身の松　沙織さん（人間発達心理学科３年）が特

別参加し、感想を寄せてくれた。

自分も他人も分け隔てなく大切に

私たちに
何ができるのか

新座の名刹　平林寺・松竹老師にインタビュー

初めて平林寺を訪れましたが、紅葉がとてもきれい
で、本堂の一室からの光景は、まるで自分の家にいる
ような心地よさを感じました。
平林寺や仏教について無知な私に、松竹老師はとて
も柔らかい物腰で一から教えてくださり、そして話を
聞いてくださいました。
中でも一番印象深いのは、「すべての物事には意味

がある」という言葉でした。それまでの私は、悲しい
ことや辛いことがあると「なぜ自分ばかりが」と責め
ることしかできませんでした。しかし、すべての物事
に意味がある、と考えていくと、新たなことに気づく

ことができました。
例えば、昨年の未曾有の大地震。辛い出来事でした
が、「家族の存在」や「帰る家があること」など、普段
は考えなかった当たり前のことが、とても幸せなこと
であると気づいたのです。
私はそれからこの言葉を常に心に留め、何かあると

「そこにはどんな意味があるのだろう」と考え、自分
の行動や生活に生かすようにしています。
短い時間ではありましたが、松竹老師との対談で、

今までの考え方が変わり、自分を深く見つめることが
できるようになりました。

詳しい平林寺・老師のお話については『ナチュ
ライフ十文字』No.２に掲載されています。ご希
望の方は、大学・企画室までお問い合わせくだ
さい（kikaku@jumonji-u.ac.jpまで）。

人間発達
心理学科

３年 

松　沙織
さん 

左から伊藤さん、天羽さん、松　さん。
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ア
ジ
ア
各
国
か
ら
賛
同
を
得
て

糖
尿
病
・
肥
満
問
題
の
解
決
へ

特報特報

ア
ジ
ア
の
栄
養
・
食
文
化
研
究
所

研
究
代
表
者
山
本
茂
教
授

思
春
期
の
子
ど
も
の
１
日
あ
た
り
糖
質
摂
取
量
は
、ア
メ
リ
カ
で

は
約
１
２
０
ｇ
と
の
報
告
が
あ
る
が
、日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
に
は
糖

質
の
成
分
表
が
な
く
、こ
れ
ま
で
摂
取
量
を
計
算
で
き
な
か
っ
た
。

当
研
究
所
で
は
、台
湾
と
日
本
に
お
い
て
初
め
て
と
な
る
成
分
表
を

作
成
し（
論
文
報
告
済
み
）、中
規
模
の
栄
養
調
査
で
子
ど
も
た
ち

の
摂
取
量
を
求
め
た
。す
る
と
、台
湾
で
は
50
g
、日
本
で
は
30
g
程

度
と
、同
じ
ア
ジ
ア
で
も
差
が
あ
り
、日
本
は
ほ
ぼ
適
正
な
範
囲
に

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た（
国
際
誌
受
理
済
み
）。

ま
た
、台
湾
、日
本
と
も
に
飲
料
か
ら
の
摂
取
量
が
最
も
高
い
こ

と
や
、糖
質
の
種
類
な
ど
も
わ
か

っ
た
。
国
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が

生
じ
る
事
象
に
つ
い
て
、食
文
化
、

食
嗜
好
の
形
成
時
期
と
い
っ
た
研

究
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と

は
、世
界
中
の
糖
尿
病
や
肥
満
問

題
の
解
決
に
貢
献
で
き
る
と
考

え
る
。

研
究
所
の
活
動
方
針
に
日
本

の
数
社
か
ら
賛
同
を
得
て
、ベ
ト

ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
大
学
医
学
部
、タ

イ
の
マ
ヒ
ド
ー
ル
大
学
を
は
じ
め
、

ア
ジ
ア
の
数
大
学
や
栄
養
研
究

所
で
研
究
基
金
や
研
究
所
の
設

立
が
動
き
始
め
て
い
る
。

（
山
本
茂
記
）

文
部
科
学
省
の
中
央
教
育
審
議
会
の
諮
問
会
議
で「
教
職
生
活

の
全
体
を
通
じ
た
教
員
の
資
質
能
力
の
総
合
的
な
向
上
方
策
に
つ

い
て
」が
取
り
上
げ
ら
れ
、「
教
員
の
資
質
能
力
向
上
特
別
部
会
」が

設
置
さ
れ
た
。本
研
究
所
で
は
、こ
の
よ
う
な
最
新
の
情
報
や
資
料

を
収
集
し
て
い
く
。

ま
た
、公
立
学
校
教
職
員
の
人
事
行
政
の
状
況
は
厳
し
く
、１
年

足
ら
ず
で
退
職
す
る
新
採
教
員
の
増

加
、
小
学
校
現
場
で
の
業
務
の
多
忙

化
、子
ど
も
や
保
護
者
と
の
関
係
か
ら

く
る
ス
ト
レ
ス
な
ど
問
題
は
山
積
み

だ
。そ
ん
な
中
で
、本
学
児
童
教
育
学

科
の
第
一
期
卒
業
生
が
平
成
23
年
度

４
月
か
ら
小
学
校
教
員
と
し
て
教
壇

に
立
っ
て
い
る
。
本
研
究
所
は
、
彼
女

た
ち
を
支
援
す
る
だ
け
で
な
く
、本
学

近
隣
小
学
校
な
ど
の
教
育
研
究
を
支

援
す
る
た
め
の
実
践
的
研
究
も
視
野

に
入
れ
、所
長
の
横
須
賀
薫
学
長
を
筆

頭
に
教
育
研
究
所
と
し
て
誕
生
し
た
。

第
一
期
卒
業
生
は
昨
年
10
月
に
集
い
、

教
員
に
な
っ
て
か
ら
の
半
年
の
取
り
組

み
を
報
告
し
た
り
、現
職
小
学
校
教
員

か
ら
助
言
を
受
け
た
り
し
て
、次
回
以

降
の
開
催
に
期
待
を
寄
せ
た
。

（
増
田
吉
史
記
）

問
題
山
積
の
教
育
現
場
を
支
援

児
童
教
育
学
科
第
一
期
卒
業
生
が
来
校

教
職
教
育
研
究
所

研
究
代
表
者
増
田
吉
史
副
学
長所長の横須賀薫学長が挨拶。現職小学校教員も参加。 児童教育学科の第一期卒業生。

Laboratory Activities & Research Progresses

地域貢献、学生への還元を目指して

十
文
字
学
園
女
子
大
学

学
長

横
須
賀
薫

開
か
れ
た
空
間
の
実
現
へ

研
究
所
に
大
き
な
期
待

長
い
間
、本
学
の
研
究
所
は
女
性
学
関
係
の
２
つ
に
限
ら
れ
、関
係
す
る

人
々
も
固
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。研
究
所
の
公
開
講
演
会
に
動
員
さ
れ
る

の
で
な
け
れ
ば
、学
生
に
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
空
間
で
し
た
。

そ
う
い
う
現
状
を
打
破
す
る
た
め
、平
成
23
年
度
に
新
し
い
研
究
所
の

設
置
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、幸
い
８
つ
の
研
究
所
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

な
り
、今
後
の
活
動
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

旧
帝
大
な
ど
の
大
規
模
大
学
の
研
究
所
は
研
究
中
心
で
あ
り
、研
究
仲

間
は
別
と
し
て
一
種
の
閉
鎖
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、本
学
の
研

究
所
が
目
指
す
姿
は
違
い
ま
す
。学
生
に
開
放
さ
れ
、学
科
と
は
性
格
の

違
う
、も
う
一
つ
の
学
習
空
間
と
な
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、さ
ら
に
は

卒
業
生
た
ち
の
集
う
場
と
な
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

ベトナムの野菜売りの様子。含硫アミノ酸とカルシウム利用に
関する研究の被験者と。

Laboratory Activities & Research Progresses 研 究 所 活 動 報 告研 究 所 活 動 報 告 ＊掲載は50音順

外に開かれ、研究者だけでなく学生も活用できるシンクタンクを目指して、

昨年立ち上がった本学の8研究所が、本格的に始動した。

地域・社会への貢献、教育への還元を意識し、

研究テーマを深める一方、学生のキャリアアップなどを

後押しする母体としての活動が際立ち、

いわゆる「象牙の塔」のイメージから脱した研究所の輪郭が見えてきた。

現場の実践力を重視する十文字型「研究所」の発足10カ月を追う。
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本
研
究
所
で
は
、学
園
の
創
設
者
で
あ
る
十
文
字
こ
と
先
生
の

生
き
方
や
建
学
理
念
に
か
か
わ
る
研
究
を
行
い
、そ
れ
を
大
学
の

特
色
あ
る
教
育
へ
と
展
開
で
き
る
よ
う
活
動
を
行
っ
て
い
る
。活
動

の
１
つ
と
し
て
、今
年
で
第
３
回
目
と
な
る「『
わ
た
し
と
建
学
理

念
』作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」を
実
施
。１
、２
回
目
は
在
学
生
か
ら
作
品

を
募
っ
た
が
、今
回
は
卒
業
生
か
ら
も
応
募
い
た
だ
き
、本
学
の
理

念
や
教
育
が
卒
業
生
に
と
っ
て
も
大
き
な
も
の
で
あ
る
と
あ
ら
た

め
て
感
じ
た
。受
賞
し
た
作
文
は
冊
子
に
載
せ
、学
生
や
学
園
関
係

者
に
配
布
す
る
予
定
だ
。

昨
年
９
月
に
は
、昭
和
女
子
大
学
客
員
教
授
の
福
沢
恵
子
さ
ん
を

お
招
き
し
、「
女
子
大
学
が
取
り
組
む
キ
ャ
リ
ア
支
援
と
大
学
将
来

像
」に
つ
い
て
研
究
会
を
開
催
。女
性
の
職
業
進
出
が
進
む
今
、卒
業

生
の
再
就
職
支
援
も
含
め
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
す
す
め
る
日
本
女

子
大
学
、昭
和
女
子
大
学
な
ど
の
先
行
事
例
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。

今
後
、女
子
大
学
が
女
性
の
生
涯
に
わ
た
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
行
う

こ
と
は
、こ
と
先
生
の
建
学
理
念
と
も
つ
な
が
り
、重
要
だ
と
捉
え

て
い
る
。皆
様
か
ら
も
ご
意
見
な
ど
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。

（
亀
田
温
子
記
）

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
お
け
る

女
子
大
の
あ
り
方
を
模
索

十
文
字
こ
と
・
女
性
と
教
育
研
究
所

研
究
代
表
者
亀
田
温
子
教
授

「わたしと建学理念」作文コンク
ールの表彰。

本
研
究
所
は
、栄
養
学
を
基
盤
と
す
る
食
・
健
康
関
連
分
野
の

学
術
研
究
を
行
っ
て
い
る
。本
学
の
人
的
・
物
的
資
源
を
活
用
し
、

ま
た
、学
外
の
研
究
者
と
も
連
携
し
な
が
ら
、教
育
・
研
究
の
一
層

の
活
発
化
を
図
り
、若
手
教
員
の
研
究
を
支
援
す
る
こ
と
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。今
の
日
本
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
問
題
に

お
け
る
食
・
運
動
の
か
か
わ
り
を
明
ら
か
に
し
、食
の
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
あ
る
。そ
こ
で
、レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー

サ
イ
エ
ン
ス（
評
価
科
学
）と
い
う
新
し
い
学
問
分
野
の
考
え
方
を

取
り
入
れ
て
、食
の
有
効
性
・
安
全
性
の
科
学
的
根
拠
の
創
生
を

目
指
し
、動
物
実
験
や
人
対
象
試
験
な
ど
の
手
法
で
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

具
体
的
な
課
題
は
、「
α-

リ
ポ
酸
・
リ
グ
ナ
ン
等
の
生
体
脂
質
低

下
作
用
の
機
構
解
明
」「
食
品
中
の
抗
糖
尿
病
因
子
の
解
明
と
利

用
」な
ど
。

設
置
し
て
ま
だ
１
年
に
満
た
な
い
が
、地
道
な
活
動
の
お
か
げ

で
、国
際
的
に
通
用
す
る
研
究
成
果
に
結
び
つ
き
そ
う
な
知
見
が

少
し
ず
つ
得
ら
れ
て
き
て
い
る
。学
術
成
果
を
集
積
さ
せ
、栄
養

の
実
践
活
動
に
役
立
つ
形
で
社
会
還
元
・
貢
献
に
つ
な
げ
た
い
。

（
志
村
二
三
夫
記
）

食
の
安
全
確
保
を
目
指
し

健
康
と
食
・
運
動
の
関
連
性
を
解
明

食
・
栄
養
・
健
康
研
究
所

研
究
代
表
者
志
村
二
三
夫
副
学
長

食物アレルゲンタンパク質
の実験風景。鳥類卵白タンパ
ク質の研究ツールとなるモ
ノクローナル抗体の作成の
一コマ。

フードジャーナリスト・エッセイストの向笠氏の講演。

高
齢
者
の
生
活
ス
タ
イ
ル
と

少
子
化
の
課
題
を
多
面
的
に
研
究

少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会

生
活
研
究
所研

究
代
表
者
宮
城
道
子
教
授

本
研
究
所
は
、１
９
８
３
年
に「
十
文
字
学
園
女
子
短
期
大
学
高

齢
者
問
題
研
究
会
」と
し
て
共
同
研
究
を
始
め
、２
０
１
１
年
度
、本

学
の
教
育
体
制
改
革
に
と
も
な
っ
て「
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会

生
活
研
究
所
」と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。本
研
究
所
で
は
、高
齢
者

の
生
活
に
焦
点
を
あ
て
、総
合
的
・
多
面
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ

と
で
、積
極
的
・
能
動
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
、そ
の
た
め
の

支
援
策
を
提
案
・
実
践
し
て
き
た
が
、今
後
は
さ
ら
に
人
口
減
少
社

会
に
お
け
る
新
た
な
生
活
課
題
に
つ
い
て
、学
際
的
な
研
究
交
流
を

目
指
し
て
い
る
。昨
年
に
開
催
し
た
研
究
会
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

■

第
１
回
／
６
月
18
日（
土
）

「『
せ
い
か
つ
の
図
鑑
』か
ら
学
ぶ
」

（
講
師：

流
田
直
教
授
）

実
体
験
が
な
い
た
め
図
鑑
が
必
要
な
子
ど
も
た

ち
の
現
状
、地
域
ご
と
の
文
化
の
多
様
性
を
ど

う
守
る
か
に
つ
い
て
講
演

■

第
２
回
／
７
月
23
日（
土
）

「
園
芸
療
法
と
認
知
症
予
防
に
関
す
る
研
究
会
」

（
講
師：

杉
原
式
穂
氏
）

園
芸
療
法
の
概
要
説
明
と
、実
地
体
験

■

第
３
回
／
10
月
８
日（
土
）

「
食
の
街
道
を
い
く
」（
講
師：

向
笠
千
恵
子
氏
）

街
道
・
砂
糖
街
道
・
ぶ
り
街
道
な
ど
、
食
物

に
よ
っ
て
栄
え
た
街
道
に
つ
い
て
公
開
講
演
会

（
清
水
玲
子
記
）

メ
デ
ィ
ア
産
業
研
究
所
は
、「
現
場
力
を
重
視
し
た
メ
デ
ィ
ア
教

育
の
研
究
」「
メ
デ
ィ
ア
部
門
就
職
と
Ｏ
Ｇ
支
援
」な
ど
を
具
現
化

す
る
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
。

新
聞
、雑
誌
、ラ
ジ
オ
、テ
レ
ビ
の
マ
ス
コ
ミ
４
媒
体
は
も
ち
ろ
ん
、

広
報
、広
告
、映
像
、音
楽
分
野
な
ど
、メ
デ
ィ
ア
産
業
全
般
を
視
野

に
入
れ
、「
教
育
内
容
・
方
法
の
研
究
」「
メ
デ
ィ
ア
系
冠
講
座
の
開

拓
と
支
援
」「
本
学
か
ら
の
発
信
機
能
充
実
」を
目
指
し
て
い
る
。橋

本
ヒ
ロ
子
副
学
長
を
研
究
代
表
者
と
し
、実
務
・
研
究
者
教
員
を
核

に
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
や
法
人
関
係
部
署
も
活
動
を
後
押
し
。研
究

テ
ー
マ
の
議
論
を
重
ね
る
一
方
、ニ
ュ
ー
ス
検
定
の
実
施
や
日
本
映

像
事
業
協
会
に
加
盟
し
、学
生
の
就
職
開
拓
を
推
進
中
で
あ
る
。

昨
年
秋
に
は
、本
学
Ｏ
Ｇ
で
Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・

有
吉
都
さ
ん
の
講
演
会
を
開

催
。
同
時
に
メ
デ
ィ
ア
関
連

企
業
で
働
く
Ｏ
Ｇ
と
メ
デ
ィ

ア
業
界
へ
就
職
を
希
望
す
る

在
学
生
、研
究
所
教
員
が
本

学
に
集
ま
り
、
親
睦
・
研

鑽
・
交
流
の
受
け
皿
と
し
て

「
十
文
字
メ
デ
ィ
ア
会
（
仮

称
）」
の
発
足
準
備
会
を
開

い
た
。24
年
度
の
冠
講
座
の

け
ん
引
役
と
し
て
も
成
果

を
上
げ
て
い
る
。

（
大
西
正
行
記
）

「
十
文
字
メ
デ
ィ
ア
会
」が
発
足
へ

O
G
と
研
鑽
・
交
流
の
受
け
皿
に

メ
デ
ィ
ア
産
業
研
究
所

研
究
代
表
者
橋
本
ヒ
ロ
子
副
学
長

本
研
究
所
は
素
朴
な
運
動
の
発
達
・
学
習
過
程
に
つ
い
て
、心

理
学
や
教
育
学
、物
理
学
な
ど
複
数
の
学
問
領
域
か
ら
研
究
し
て

い
る
。現
在
、専
用
の
計
測
カ
メ
ラ
を
用
い
て
、運
動
中
の
身
体
の

使
い
方
を
解
析
し
て
い
る
。い
ず
れ
は
運
動
遊
び
の「
コ
ツ
」を
同

定
し
、子
ど
も
た
ち
が
運
動
遊
び
を
円
滑
に
体
得
す
る
た
め
の
基

礎
資
料
を
得
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

左
の
写
真
が
実
験
風
景
と
デ
ー
タ
で
あ
る
。鎖
の
長
さ
が
異
な

る
３
種
類
の
ブ
ラ
ン
コ
を
使
っ
て
、ブ
ラ
ン
コ
の
一
往
復
に
か
か
る

時
間（
周
期
）や
身
体
の
動
か
し
方
の
変
化
を
解
析
し
た
。そ
し
て

こ
の
周
期
は
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
が
発
見
し
た「
振
り
子
の
等

時
性
」と
い
う
物
理
則
に
従
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。つ
ま
り
誰

が
漕
い
で
も
、ブ
ラ
ン
コ
の
周
期
は
鎖
の
長
さ
で
決
ま
る
。さ
ら
に

身
体
の
動
か
し
方
を
み
る
と
、上
半
身
を
倒
し
た
り
起
こ
し
た
り

す
る
周
期
も「
振
り
子
の
等
時
性
」に
従
っ
て
い
た
。つ
ま
り
私
た

ち
は
ブ
ラ
ン
コ
が
揺
れ
る
大
き
さ
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
感
じ
取
り
、

身
体
の
動
き
を
繊
細
に
調
整
し
な
が
ら
ブ
ラ
ン
コ
を
漕
い
で
い
る

よ
う
で
あ
る
。

（
平
田
智
秋
記
）

運
動
時
の
身
体
の
使
い
方
を
分
析

子
ど
も
の
運
動
遊
び
を
科
学
す
る

身
体
運
動
の
発
達
・
学
習
研
究
所

研
究
代
表
者
平
田
智
秋
准
教
授

身体の関節に反射マーカーをつけて
ブランコ漕ぎを解析。

専用のカメラで撮影し、ブランコや身
体の動きを詳細に検討。

将
来
を
深
く
考
え
る
き
っ
か
け
に

産
業
界
と
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
支
援

働
く
女
性
の
た
め
の

産
業
保
健
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

研
究
代
表
者
田
中
茂
教
授

本
研
究
所
は
、
就
職
活
動
や
働
く
上
で
役
立
つ
情
報
を
学
生
に

提
供
す
る
た
め
、
設
立
し
た
。
平
成
23
年
度
の
活
動
は
次
の
３
つ
。

■

第
１
回
講
演
会（
参
加
学
生
２
５
０
名
）

10
月
22
日（
土
）「
幅
広
い
職
業
人
の
育

成
を
目
指
し
て
就
職
に
活
か
そ
う
」

﹇
講
師
﹈幼
児
教
育
学
科
・
齋
藤
麗

子
教
授
／
對
木
博
一
非
常
勤
講

師
／
川
崎
医
療
福
祉
大
・
田
口
豊

郁
学
部
長
／
中
災
防
・
三
觜
明

氏
／
郡
山
健
康
科
学
専
門
学
校
・

藤
原
孝
之
学
校
長

10
月
23
日（
日
）「
業
務
用
厨
房
に
お

け
る
労
働
安
全
衛
生
の
問
題
を
解

決
す
る
」﹇
講
師
﹈
イ
カ
リ
消
毒

（
株
）・
塩
田
智
哉
氏
／
サ
ン
ケ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス（
株
）・
高
橋
綾

氏
／
ア
イ
ビ
ス
（
株
）・
橋
本
絵
里

氏
／
食
物
栄
養
学
科
・
名
倉
秀
子

教
授

■

第
１
回
特
別
講
義（
参
加
学
生
30
名
）

12
月
6
日（
火
）「
衛
生
管
理
者
の
仕

事
に
つ
い
て
」﹇
講
師
﹈イ
ー
グ
ル
工

業（
株
）・
吉
川
智
明
氏

■

第
２
回
特
別
講
義（
参
加
学
生
75
名
）

12
月
20
日（
火
）「
就
職
活
動
に
役
立
つ
」

﹇
講
師
﹈本
田
技
術
研
究
所
・
澤
田

等
氏
・
堤
い
づ
み
氏
／
（
株
）
リ
コ

ー
・
遠
藤
祐
一
氏
／
三
菱
化
学（
株
）

武
田
繁
夫
氏
／
サ
ン
ケ
ン
電
気

（
株
）・
嶋
内
功
氏
・
高
橋
綾
氏
／
古

河
電
池（
株
）福
島
直
氏
／
イ
カ
リ

消
毒（
株
）亀
澤
一
公
氏
／
埼
玉
県

健
康
づ
く
り
事
業
団
・
椎
名
隆
夫

氏
／
Ｄ
Ｎ
Ｐ（
株
）濱
一
裕
氏
／（
株
）

ニ
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
・
對
木

博
一
氏

（
田
中
茂
記
）特別講義「就職活動に役立つ」で記念撮影。

「十文字メディア会」発足準備会。

8つの研究所が始動！
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学 生 記 者 が 行 く

「
笑
う
こ
と
で
前
向
き
に
」

大
切
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

大
盛
り
上
が
り
の
2
日
間

1
1
5
の
団
体
が
発
表

第
45
回
桐
華
祭
の
テ
ー
マ
は
、

「
笑（
わ
っ
は
っ
は
）〜
人
生
笑
っ
た

も
ん
勝
ち
〜
」。
32
の
飲
食
団
体
、

83
の
文
化
展
団
体
の
展
示
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
開
催
。

２
日
間
で
７
８
４
０
名
が
来
校

し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
大
い
に
に
ぎ

わ
っ
た
。

学
生
た
ち
は
、
こ
の
日
の
た

め
に
忙
し
く
過
ご
し
て
き
た
こ

と
も
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
、

と
び
っ
き
り
の
笑
顔
で
来
校
者

を
お
出
迎
え
。
祭
の
雰
囲
気
を

楽
し
ん
だ
。ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
中
西
哲
生
氏
の

講
演
会
や
、カ
ナ
リ
ア
や
ノ
ン
ス

モ
ー
キ
ン
の
お
笑
い
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
、俳
優
・
三
浦
翔
平
さ
ん
の
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト

も
大
盛
況
。

「
学
園
祭
を
通
じ
て
思
い
出
に

残
る
笑
顔
の
１
ペ
ー
ジ
を
つ
く
っ

て
ほ
し
い
」―
―
そ
ん
な
桐
華
祭

実
行
委
員
の
思
い
は
、学
生
・
来

校
者
の
方
々
の
心
に
響
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
本
学
の
学
生
を
は
じ
め
、先

生
、地
域
住
民
の
皆
さ
ま
、来
場

し
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
さ

ま
に
笑
っ
て
過
ご
し
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
を
『
笑
（
わ
っ
は
っ
は
）

〜
人
生
笑
っ
た
も
ん
勝
ち
〜
』の

タ
イ
ト
ル
に
込
め
、1
年
間
か
け

て
準
備
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
桐

華
祭
を
笑
顔
の
思
い
出
と
し
て

心
に
刻
む
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

23
日
の
夕
方
、エ
ン
デ
ィ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
で
舞
台
に
上
が
っ
た

桐
華
祭
実
行
委
員
会
・
櫻
井
育

委
員
長
は
そ
う
挨
拶
し
、
準
備

を
進
め
て
き
た
委
員
や
参
加
団

体
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

1
8
9
名
の
実
行
委
員
と
1

0
0
団
体
以
上
の
参
加
者
が
力

を
合
わ
せ
た
第
45
回
の
桐
華
祭

は
、
今
年
も
多
く
の
来
校
者
を

迎
え
、
大
成
功
を
お
さ
め
て
閉

幕
し
た
。「
震
災
や
不
景
気
に
負

け
ず
、笑
う
こ
と
で
前
向
き
に
過

ご
し
て
い
こ
う
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
届
け
た
２
日
間
と
な
っ
た
。

（
取
材
・
文：

水
野
遥
編
集
長

写
真：

上
柿
茜
記
者
）

個
性
豊
か
な
飲
食
店

C
l
o

s
e

u
p

会

場

点

描

食
物
栄
養
学
科
・
小
林
ゼ
ミ
は
、

に
ん
じ
ん
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
の

お
店
「
食
栄
み
ち
こ
の
に
ん
じ
ん
洋

菓
子
店
」
を
出
店
し
た
。
小
林
ゼ
ミ

で
は
、
新
座
市
の
青
年
農
業
者
組

織
と
連
携
し
、
地
場
野
菜
を
活
用

し
た
料
理
を
開
発
し
て
お
り
、
に

ん
じ
ん
ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ
コ
ケ
ー
キ

と
に
ん
じ
ん
し
っ
と
り
ケ
ー
キ
の

2
品
を
販
売
。
当
日
に
向
け
て
10

回
以
上
も
試
作
を
重
ね
て
き
た
甲

斐
も
あ
り
、
屋
台
は
長
い
行
列
が

で
き
る
ほ
ど
大
人
気
だ
っ
た
。

小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て

米
粉
の
代
用
に
つ
い
て
研
究
す
る

食
物
栄
養
学
科
・
小
谷
ゼ
ミ
は
、
米

粉
ド
ー
ナ
ツ
を
販
売
す
る
「
ス
ミ

ド
の
焼
き
ド
」を
出
店
。プ
レ
ー
ン
、

抹
茶
、
コ
コ
ア
の
3
種
類
の
ド
ー
ナ

ツ
は
米
粉
特
有
の
も
っ
ち
り
感
が

楽
し
め
る
上
、
揚
げ
な
い
製
法
で

低
カ
ロ
リ
ー
。
売
上
金
は
日
本
栄

養
士
会
に
寄
付
さ
れ
た
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
・
橋
本
ゼ
ミ
の
学
生
が
販
売
し
た

「
国
際
協
力
ラ
ー
メ
ン
」
は
昨
年
に

続
き
完
売
！
　
ネ
パ
ー
ル
女
性
の

就
学
率
向
上
を
目
指
し
、
女
性
教
員

育
成
を
支
援
す
る
「
ネ
パ
ー
ル
女

性
教
育
協
会
」
に
売
上
金
の
一
部

を
寄
付
し
た
。

（
取
材
・
文
・
写
真：

今
井
友
里
子
解

説
委
員
、小
林
い
ず
み
解
説
委
員
）

ゼ
ミ
の
学
び
が
つ
ま
っ
た

十
文
字
発
フ
ー
ド
メ
ニ
ュ
ー

中
西
哲
生
氏
の
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
で
あ
り
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
中
西
哲
生

氏
を
講
師
に
迎
え
、「
サ
ッ
カ
ー
と

ス
ポ
ー
ツ
の
未
来
〜
ス
ポ
ー
ツ
と

社
会
の
つ
な
が
り
〜
」
を
テ
ー
マ

に
お
話
し
い
た
だ
い
た
。「
選
手
で

あ
る
以
前
に
一
人
の
大
人
と
し
て

立
派
な
選
手
で
あ
り
、
フ
ァ
ン
や

サ
ポ
ー
タ
ー
に

夢
や
感
動
を
与

え
ら
れ
る
選
手

で
あ
る
こ
と
が

何
よ
り
大
事
で

あ
る
」「
サ
ッ
カ

ー
教
室
の
子
ど

も
た
ち
と
し
て
い
る
約
束
は
『
挨

拶
を
す
る
こ
と
』『
返
事
を
す
る
こ

と
』『
お
礼
を
言
う
こ
と
』」
な
ど
、

中
西
氏
の
人
柄
が
伝
わ
る
興
味
深

い
講
演
に
、
来
場
者
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。

サ
ッ
カ
ー
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
「Eco

だ
っ
ち
」

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
・
田

総
ゼ
ミ
で
は
毎
年
環
境
問
題
に
つ

い
て
発
表
し
て
お
り
、
今
年
は
「
節

電
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
「E

c
o

だ
っ

ち
」
の
展
示
を
行
っ
た
。

学
生
た
ち
は
、
東
京
駅
周
辺
、

お
台
場
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
工
場
な

ど
の
人
が
集
ま
る
と
こ
ろ
や
、
夜

間
に
機
械
を
運
転
す
る
工
場
の
現

状
を
調
査
。
特
に
人
が
集
ま
る
と

こ
ろ
で
は
、
積
極
的
に
消
灯
さ
れ

て
い
た
り
、
空
調
が
高
め
に
設
定

さ
れ
て
い
た
り
と
、
肌
で
「
節
電
」

へ
の
取
り
組
み
を
感
じ
た
。
ま
た
、

研
究
を
通
し
て
、「
節
電
は
無
理
矢

理
で
は
な
く
で
き
る
こ
と
か
ら
コ

ツ
コ
ツ
と
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
」
と
気
づ
い
た
と
い
う
。

（
取
材
・
文
・
写
真：

小
林
い
ず
み

解
説
委
員
）

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
節
電
対
策

十文字学園女子大学の学生が日頃の学びや活動の成果を発表し、

多くの来校者とともに盛り上がる秋の一大イベント「桐華祭」。

昨年も10月22日（土）・23日（日）の２日間にわたって開催されました。

第45回桐華祭
たくさん笑った2日間を
思い出の1ページに

（上）「国際協力ラ
ーメン」のブース。
（左）「食栄みちこ
のにんじん洋菓子
店」。（下）焼きドー
ナツのプレーン味。
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平成24年度 「冠講座」ラインアップ

昨年春に始まった「十文字学」の柱となる総合科目「冠講座」では、

企業人や有識者を講師に招いて講演していただいており

世の中を知る良い機会として多くの学生が受講しています。

人気を博す講座の24年度の内容をご案内します。

前　期 後　期

「十文字学」総合科目 冠講座を展開「十文字学」総合科目 冠講座を展開
～2012年度は前期3講座・後期3講座を開講～

食
物
栄
養
学
科「
茂
と
ゆ
か
い
な
仲
間
達
」

食
物
栄
養
学
科
・
田
中
ゼ
ミ
で

は
、
2
日
間
か
け
て
「
働
く
女
性
の

た
め
の
産
業
保
健
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

の
講
演
会
お
よ
び
田
中
ゼ
ミ
の
卒

業
研
究
発
表
会
」
を
開
催
。
講
演

会
は
、
1
日
目
は
「
幅
広
い
職
業

人
の
育
成
と
就
活
に
生
か
す
方

法
」、
2
日
目
は
「
業
務
用
厨
房
に

お
け
る
労
働
安
全
衛
生
の
問
題
解

決
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
行
わ

れ
、
大
学
教
授
の
ほ
か
、
現
場
で

働
く
管
理
栄
養
士
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
方
に
貴
重
な
お
話
を
し

て
い
た
だ
い
た
。

卒
業
研
究
の
発
表
会
で
は
活
発

な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
難
し
い

質
問
に
も
学
生
が
自
分
の
言
葉
で

丁
寧
に
回
答
。「
現
場
で
働
く
人
の

安
全
と
健
康
を
守
る
」
重
要
性
を

幅
広
い
観
点
か
ら
学
べ
る
、
充
実

し
た
2
日
間
と
な
っ
た
。

（
取
材
・
文
・
写
真：

今
井
友
里
子

解
説
委
員
）

専
門
家
か
ら
産
業
保
健
を
学
ぶ

人
間
福
祉
学
科
「
幸
恵
と
愉
快
な
仲
間
た
ち
」

人
間
福
祉
学
科
・
新
井
ゼ
ミ
で

は
、「
も
っ
と
障
が
い
に
つ
い
て
知

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
想
い
か

ら
視
覚
・
聴
覚
障
が
い
に
関
す
る

調
査
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
と
障
が
い

者
体
験
会
を
実
施
。
点
字
を
打
っ
た

り
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
し
て
白
杖
で
歩

い
た
り
す
る
視
覚
障
が
い
者
体
験

に
加
え
、
手
話
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行

い
、
来
場
者
が
楽
し
そ
う
に
手
話

で
会
話
す
る
姿
や
、
一
生
懸
命
に

点
字
を
打
つ
姿
が
見
ら
れ
た
。

白
杖
で
歩
く
体
験
を
さ
れ
た
方

は
「
恐
か
っ
た
。
障
が
い
者
の
気
持

ち
が
わ
か
っ
た
」
と
体
験
を
振
り

返
っ
た
。

（
取
材
・
文
・
写
真：

小
林
い
ず
み

解
説
委
員
）

障
が
い
者
体
験
会
を
実
施

社
会
情
報
学
科「
Ｊ
チ
ー
ム
」

社
会
情
報
学
科
の
授
業
「
新
規

事
業
開
発
」
の
受
講
生
6
名
に
よ

り
結
成
さ
れ
た
「
J
チ
ー
ム
」。
学

生
時
代
に
ミ
ニ
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
立

ち
上
げ
、
会
社
組
織
、
企
画
、
開
発
、

営
業
な
ど
の
業
務
を
実
践
す
る
こ

と
で
「
人
間
力
の
向
上
」
を
目
的
と

し
て
お
り
、
少
な
く
な
っ
た
マ
ニ
キ

ュ
ア
を
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
置
く
こ
と

で
塗
り
や
す
く
す
る
「
マ
ニ
ク
ッ
シ

ョ
ン
」
の
企
画
製
造
・
販
売
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実
行
し
て
い
る
。

桐
華
祭
で
は
活
動
の
報
告
や
試

作
品
の
紹
介
を
行
っ
た
。
代
表
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
4

年
・
宮
野
夏
佳
さ
ん
は
「
後
輩
を

増
や
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
展
望
を
語
っ
て
く
れ
た
。

（
取
材
・
文
・
写
真：

今
井
友
里
子

解
説
委
員
）

桐華祭に参加した団体のうち特に優れた取り組みを讃える「桐華賞」
が決定。学長室で賞状や楯、賞金が授与された。

人
間
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
会
社
を
設
立
!?

「
十
文
字
ラ
ジ
オ
研
究
部
」

ラ
ジ
オ
番
組
収
録
の
見
学
と
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
体
験
が
で
き
る
ブ
ー

ス
も
登
場
し
た
。
桐
華
祭
で
収
録
し

た
番
組
は
、
多
摩
レ
イ
ク
サ
イ
ド
Ｆ

Ｍ
で
放
送
さ
れ
た
。
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
参
加
者
に
は
収
録
し
た
も
の

を
そ
の
場
で
C
D
に
焼
い
て
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
。
収
録
は
質
問
を
観

客
に
投
げ
か
け
な
が
ら
進
む
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、
会
場
が
一
体
と
な

り
笑
い
も
起
き
た
。
今
年
度
の
文

化
祭
テ
ー
マ
で
あ
る
「
笑
」
に
相
応

し
い
楽
し
い
時
間
と
な
っ
た
。

（
取
材
・
文
・
写
真：

小
林
い
ず
み

解
説
委
員
）

十
文
字
か
ら
笑
い
を
発
信

学長賞
文化展部門 華道部（生けた花の展示）

飲食店部門 食栄みちこのにんじん洋菓子店（にんじんスイーツの販売）

埼玉県知事賞 第5代燃隊（学校安全についての研究、唐澤富太郎博士についての研究）

埼玉県教育委員会教育長賞 スライムレンジャー（スライムづくりの体験）

埼玉県芸術文化祭実行委員会会長賞 TEAM☆ANNIE2011（ミュージカル「アニー」の発表）

J 和太鼓（和太鼓の演奏）

奨励賞 おなかすいたっていいなさいよ！（焼き鳥、唐揚げの販売）

アリスのTea Party（ポテトもちの販売）

2011年度「桐華賞」
～学長賞など8団体が栄誉の受賞～

■「新人物往来社」による

「彩の国」を抱きしめて
［内容］新しい「ふるさと愛」を育み、東京と違う輝きを放つため、埼玉の

本当の価値を今こそ見直したい。キーワードは、さきたま古墳群、

武蔵武士、荻野吟子、秩父夜祭、そしてのぼうの城……。新人物

往来社で発刊後、たちまち6刷を記録した『埼玉県謎解き散歩』

の共著者らが交代で演壇に立ち、ダサイタマなどとおとしめら

れたマイナスイメージを払い去り、「埼玉」の懐の深さ、誇り高さ、

たおやかさなど、正当な評価を受講者に語っていただきます。

［担当］大西正行教授

■「キングレコード」プロデュースによる

音楽文化とビジネスの現場
［内容］学生の音楽ビジネスへの関心が高まる今、キングレコードと関

係する企業のトップ、幹部、社員から直接、音楽文化とビジネス

の魅力、著作権といった課題を学びます。「メディアの中の音楽」

「音楽トレンドと展望」「キングレコードの歴史～現在」「ＣＤ制作

現場とプロセス」「音楽企画作成実習」など幅広いテーマに向

き合い、音楽業界で働くことの楽しさ・厳しさを、講義、企画、実

習、見学を通して吸収します。

［担当］大西正行教授

■近現代をさかのぼる有識者の会発

お爺さんとお婆さんが語る日本の近現代史
［内容］学生にとっては自分の祖父母と同じ年代、まさに“お爺さん”

“お婆さん”といえる各界の有識者を招き、江戸時代以降の近

現代140年間で築きあげられた生活基盤や女子教育の変遷、

都市構造の変化、官僚の役割などについて、生活に密着した

切り口からお話をいただきます。また、変遷を目で見て確認す

るため、現場に出向く学外見学も実施します。

［担当］岡林正和特任教授

■「野村證券」との連携講座

証券会社の業務を中心とした金融
［内容］野村證券株式会社に協力いただき、証券など金融分野につい

てさまざまな視点から学習します。具体的には、金融全体、外国

為替、日本経済の現状、証券会社の業務など、金融に関する

幅広い分野の講義を行います。

［担当］込江雅彦准教授

■「毎日新聞社」が全面協力

マスメディアの担い手
～活躍する女性記者たち～
［内容］毎日新聞社との連携講座。多様な領域で活躍する女性記者か

ら、日々の体験にもとづいた話を聞くことで、新聞社の社会的

使命を認識し、学生自身が自分の将来について考え、社会人

になるための心構えなどを学ぶことが狙いです。女性記者が

活躍する分野・領域は、社会、生活家庭、科学環境、学芸、編

集、校閲、英字新聞、事業、書籍編集などさまざま。

［担当］橋本ヒロ子教授

■ 日本の有力企業発！トップが語る

変貌する産業界への探訪
［内容］大きく変貌しつつある産業界の現状を、各産業界に精通され

ている企業トップの方々にわかりやすく解説していただきます。

合わせて、企業トップとして女性社員に望むことも話していただ

く予定です。

［講師予定者］三菱自動車工業株式会社 益子修社長／三菱UFJリー

ス株式会社 村田隆一社長／三井造船株式会社 加藤

泰彦社長／株式会社ニコン木村眞琴社長／日本ケン

タッキー・フライド・チキン株式会社 渡辺正夫社長／

トッパン・フォームズ株式会社櫻井醜社長／山九株式

会社 中村公一社長／大洋塩ビ株式会社 有馬雄造社

長／キリンビール株式会社 磯崎功典社長（3月末就

任予定）／日本生命保険相互会社 宇治原潔副社長／

株式会社フジテレビジョン 嘉納修治専務／東急不動

産株式会社小倉敏専務／イオン株式会社横尾博専務

［担当］岡林正和特任教授

水曜4限（14：40～16：10）水曜4限（14：40～16：10）

水曜5限（16：20～17：50）

木曜4限（14：40～16：10）

水曜5限（16：20～17：50）

木曜4限（14：40～16：10）

地域に開放するリカレント教育
前期「『彩の国』を抱きしめて」「音楽文化とビジネスの現場」、後期「マ
スメディアの担い手～活躍する女性記者たち～」の３つの冠講座は、
リカレント教育科目として一般開放しています。リカレント教育は、県
内や近隣の大学の授業科目の一部を開放し、受講者の生活の充実や、
社会参加のきっかけづくりとしていただくことが狙い。本学では55歳
以上の女性を対象に開講しています。詳細は本学HPでご覧ください
（http://www.jumonji-u.ac.jp/）。
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卒
業
生
・
教
職
員
が
集
結

学
科
の
特
色
を
生
か
し
た
華
や
か
な
行
事
に

―
―
若
桐
会
会
長
　
濱
口
　
子

部
会
創
立
35
周
年
記
念
行
事
・
活
動

―
―
感
謝
を
込
め
て
記
念
行
事
を
敢
行

同
窓
会「
若
桐
会
」は
昭
和
50
年
に

学
部
・
学
科
別
の
部
会
が
誕
生
し

平
成
22
年
度
で
部
会
創
立
35
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
祝
い
、一
昨
年
か
ら
昨
年
に
か
け
て

各
部
会
で
開
催
さ
れ
た
記
念
行
事
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

■

国
語
国
文
部
会

平
成
22
年
10
月
30
日（
土
）

浅
草
橋
野
田
屋
丸

「
江
戸
文
化
を
味
わ
う
〜
屋
形
船
で
落
語
を
楽
し
む
〜
」

※
当
日
は
、台
風
13
号
が
東
京
湾
に
上
陸
し
た
た
め
屋
形
船
が
欠
航
。前
日
ま
で

に
準
備
し
た
記
念
品
や
栞
な
ど
を
参
加
予
定
だ
っ
た
卒
業
生
へ
送
り
、大
変
喜

ば
れ
た
。

■

英
語
英
文
部
会

平
成
22
年
6
月
27
日（
日
）

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京

「
第
５
回
情
報
交
換
会
」

■

家
政
・
生
活
学
部
会

平
成
22
年
11
月
23
日（
火
）11：

00
〜

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

「
オ
シ
ャ
レ
で
エ
コ
な『
ふ
ろ
し
き
』講
座
と
懇
親
会
」

■

食
物
栄
養
部
会

平
成
23
年
２
月
13
日（
日
）

如
水
会
館

「
食
育
に
関
す
る
講
演
会
と

ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
」（
食
物
栄
養
学
科
共
催
）

■

幼
児
教
育
部
会

平
成
22
年
８
月
７
日（
土
）9：

30
〜
／
本
学
9
4
1
7
教
室

「
保
育
の
基
本
〜
子
ど
も
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
〜
」

（
幼
児
教
育
研
修
会
後
援
）

■

初
等
教
育
部
会

平
成
22
年
８
月
29
日（
日
）12：

00
〜

十
文
字
学
園
女
子
大
学
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

「
初
教
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
」

■

教
養
部
会

平
成
22
年
10
月
31
日（
日
）／
東
京
都
内

「
懇
親
会
バ
ス
ツ
ア
ー
」

■

社
会
情
報
部
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
会

平
成
22
年
９
月
26
日（
日
）11：

30
〜
14：

30

八
芳
園

「
プ
ロ
か
ら
学
ぶ
和
食
マ
ナ
ー
作
法
と
日
本
料
理
を
堪
能
」

■

人
間
福
祉
部
会
／
人
間
発
達
心
理
部
会
／
児
童
教
育
部
会

名
簿
の
整
理
と
管
理
。部
会
活
動
の
体
制
整
備
と
、学
科
行
事
へ

の
協
力
な
ど
。

恩
師
８
名
と
、
２
期
生
か
ら
36
期
生
ま
で
の
同
窓
生
61
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
第
１
部
で
は
、
本
学
非
常
勤
講
師
・
吉
原
珠

央
さ
ん
が『
今
す
ぐ
使
え
る
魅
力
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、
参
加
者
は「
口
角
が
上
が
っ
て
い
る
か

し
ら
」な
ど
と
言
い
な
が
ら
、
明
る
い
表
情
づ
く
り
を
楽
し
ん

で
い
る
様
子
で
し
た
。
第
２
部
で
は
懇
親
会
を
開
催
。
近
況

報
告
を
し
な
が
ら
再
会
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

69
名
が
新
た
な
学
び

講師の吉原珠央さん。

R e p o r t

如
水
会
館
で
食
育
に
関
す
る
講
演
会
を
行
っ
た
後
、東
京
會

舘
の
伝
統
あ
る
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
懇
親
会

を
行
い
ま
し
た
。参
加
者
55
名
が
、懐
か
し
い
写
真
を
見
な

が
ら
思
い
出
に
浸

り
、
先
生
方
か
ら

は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
、
楽

し
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

昔
を
懐
か
し
み
大
盛
況

R e p o r t

東
京
都
内
を
巡

る
懇
親
バ
ス
ツ

ア
ー
を
実
施
し
、

21
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
途
中
、

銀
座
の「
レ
ス
ト

ラ
ン
花
蝶
」
で

昼
食
を
と
っ
た

後
、風
鈴
作
り
を
体
験
す
る
な
ど
、楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

バ
ス
で
都
内
周
遊

R e p o r t

部
会
創
立
35
周
年
に
先
立
ち
、平
成
21
年
10
月
に
報
告
書

「
初
等
教
育
学
科
・
卒
業
生
た
ち
の
そ
の
後
」を
送
付
。そ
し

て
35
周
年
の
記
念
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
、総
勢
47
名

が
お
互
い
の
近
況
を
話
し
つ
つ
、再
会
を
楽
し
む
和
や
か
な

会
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
生
た
ち
の
活
躍
を
報
告

R e p o r t

午
前
は
本
学
の
先
生
に
よ
る
講
演
、
午
後

に
は
新
座
市
の
保
健
セ
ン
タ
ー
・
児
童
セ
ン

タ
ー
の
方
を
お
招
き
し

て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
多
く
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
変
勉
強
に
な
る

一
日
で
し
た
。

保
育
に
つ
い
て
学
ぶ
一
日

R e p o r t

京
都
和
文
化
研
究
所「
む
す
美
」ア
ー
ト
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
の
山
田
悦
子
氏
を
お
迎
え

し
、
参
加
者
43
名
が
魔
法
の
布

「
ふ
ろ
し
き
」の
魅
力
に
触
れ
、包

み
方
・
結
び
方
を
学
び
ま
し
た
。

初
め
て
の
経
験
の
方
も
多
く
、初

め
は
真
剣
な
眼
差
し
で
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
が
、一
枚
の
布
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
グ
に
変
化
し
て

い
く
様
子
に
一
同
感
激
！
　
と
て

も
充
実
し
た
一
日
で
し
た
。

魔
法
の
布
・
ふ
ろ
し
き
に
魅
了

R e p o r t

総
勢
66
名
が
参
加

し
、普
段
あ
ま
り
知

る
機
会
が
な
い
和

食
マ
ナ
ー
を
学
び

ま
し
た
。旬
の
食
材

を
生
か
し
た
美
味

し
い
料
理
を
囲
み
、

参
加
さ
れ
た
先
生

方
や
同
窓
生
た
ち
は
近
況
報
告
に
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

マ
ナ
ー
を
知
り
自
分
を
磨
く

R e p o r t

十
文
字
学
園
の
同
窓
会
の
歴
史
は
昭
和
44
年
に
始

ま
り
ま
し
た
。当
時
、十
文
字
学
園
女
子
短
期
大
学
の

家
政
科
、幼
児
教
育
科
の
第
一
期
生
が
卒
業
し
、は
じ

め
て
の
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
た
の
で
す
。

と
き
を
経
て
昭
和
50
年
、同
窓
会
は
学
部
・
学
科
別

の
部
会
を
設
置
。学
園
の
発
展
と
と
も
に
現
在
、部
会

の
数
12
を
数
え
る
ま
で
に
拡
大
し
、
平
成
22
年
度
に

無
事
、
部
会
創
立
35
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
在
学
生
・
卒
業
生
や
教
職
員

の
方
々
な
ど
、
十
文
字
学
園
に
か
か
わ
る
皆
様
の
ご

協
力
の
お
か
げ
と
深
謝
い
た
し
ま
す
。

部
会
創
立
35
周
年
を
祝
い
、
各
部
会
で
は
学
科
の

特
色
を
生
か
し
た
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。
記

念
行
事
の
計
画
に
先
立
ち
、
皆
様
か
ら
楽
し
い
企
画

や
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

記
念
行
事
で
は
母
校
を
同
じ
く
す
る
先
輩
・
後
輩
、

恩
師
、教
職
員
の
方
々
が
肩
を
寄
せ
合
い
、情
報
交
換

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
満
喫
し
つ
つ
、楽
し
い

ひ
と
と
き
を
分
か
ち
合
い
、親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

今
号
の
若
桐
会
だ
よ
り
で
は
、
そ
の
記
念
行
事
の

一
部
を
写
真
と
と
も
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

祝
・
同
窓
会
部
会
創
立
35
周
年
！

平
成
22
年
度
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国
際
俳
句

第
7
回
講
座

受
講
者
は
み
ん
な
に
こ
に
こ
元
気
に
俳
句
を
つ
く
っ

て
く
れ
ま
し
た
。特
に
、漢
字
は
ア
ジ
ア
の
文
化
で
あ

り
、と
て
も
詩
的
で
す
て
き
な
俳
句
ば
か
り
で
し
た
。

（
担
当
講
師：

東
聖
子
）

留
学
生
別
科「
日
本
文
化
理
解
特
別
講
座
」を
実
施 本

学
で
は
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

海
外
か
ら
の
留
学
生
を
含
む
す
べ
て
の
学
生
に
、

国
際
交
流
・
異
文
化
理
解
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

世
界
を
舞
台
に
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
目
指
し

多
く
の
学
生
が
貴
重
な
経
験
を
積
ん
で
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
秋
学
期
か
ら
始
ま
っ
た「
日
本

文
化
理
解
特
別
講
座
」は
、留
学
生
が
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
日
本
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
日
本
社

会
に
慣
れ
、理
解
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ

れ
た
科
目
だ
。

ま
た
、
こ
の
科
目
は
、「
人
々
と
の
交
流
や
実

体
験
を
通
し
て
よ
り
深
く
異
文
化
を
理
解
で
き

る
」と
の
認
識
か
ら
、言
語
を
た
だ
学
習
す
る
だ

け
で
な
く
、体
験
型
、参
加
型
の
ス
タ
イ
ル
で
日

本
文
化
を
理
解
で
き
る
講
座
と
な
っ
て
い
る
。授

業
の
展
開
に
あ
た
っ
て
は
、本
学
教
員
や
地
域
の

方
々
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
注
力
。
学
内
だ

け
で
な
く
学
外
か
ら
も
講
師
を
招
き
、十
文
字

学
園
の
建
学
の
精
神
に
も
と
づ
き
、「
文
化
・
社

会
に
つ
い
て
学
ぶ
」講
座
か
ら「
心
身
を
鍛
え
る
」

講
座
ま
で
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て

い
る
。

（
教
授
小
笠
原
典
子
記
）

「
日
本
の
音
楽
」
を
受
講

し
、
尺
八
と
三
味
線
に
初
め

て
触
れ
ま
し
た
。
加
藤
尊
秀

先
生
は
、
和
楽
器
の
歴
史
や

楽
器
の
材
料
・
制
作
過
程
な

ど
に
つ
い
て
話
し
て
く
だ
さ

り
、非
常
に
興
味
深
い
内
容

で
し
た
。
ま
た
、
加
藤
先
生

の
三
味
線
と
尺
八
の
演
奏
を

聴
き
、
柔
ら
か
で
美
し
い
メ

ロ
デ
ィ
ー
や
含
蓄
に
富
ん
だ

曲
調
か
ら
音
楽
の
奥
深
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

楽
器
の
演
奏
体
験
は
、
私

た
ち
を
最
も
興
奮
さ
せ
ま
し

た
。
特
に
尺
八
を
演
奏
す
る

の
は
難
し
く
、「
首
振
り
三
年
、

難
し
く
て
音
が
出
な
い
」と
い

う
先
生
の
説
明
は
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
質
の
よ

い
三
味
線
は
車
も
買
え
て
し

ま
う
ほ
ど
の
価
値
が
あ
る
と

い
う
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

講
座
に
参
加
し
て
、
ほ
か
の

楽
器
へ
の
興
味
も
湧
い
て
き

ま
し
た
。
日
本
の
美
し
い
伝

統
音
楽
の
文
化
を
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
継
承
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

日
本
文
化
に
触
れ
る
科
目
群

第
1
回
・
第
2
回

日
本
の
歌

久
保
田
葉
子
先
生

﹇
内
容
﹈
ピ
ア
ノ
演
奏
・
合
唱

第
3
回
・
第
4
回

日
本
の
音
楽

加
藤
尊
秀
先
生

﹇
内
容
﹈津
軽
三
味
線
・
尺
八
演
奏

体
験

第
5
回

体
を
動
か
す

児
童
教
育
学
科
　
山
本
悟
先
生

﹇
内
容
﹈
ゴ
ル
フ
体
験

第
6
回

落
語

三
遊
亭
円
左
衛
門
師
匠

﹇
内
容
﹈
落
語
公
演
・
体
験

第
7
回

国
際
俳
句

国
語
国
文
専
攻
　
東
聖
子
先
生

﹇
内
容
﹈
世
界
の
俳
句
と
俳
句
創
作

第
8
回

健
康
に
つ
い
て

食
物
栄
養
学
科
　
森
三
樹
雄
先
生

﹇
内
容
﹈生
活
習
慣
病
予
防
を
学
ぶ

第
9
回

米
と
日
本
酒

英
語
英
文
専
攻
　
福
岡
賢
昌
先
生

﹇
内
容
﹈
日
本
の
稲
作
と
日
本
酒

の
関
係
を
学
ぶ

第
10
回

女
性
詩
人

国
語
国
文
専
攻
　
小
林
実
先
生

﹇
内
容
﹈
詩
人
・
茨
木
の
り
子
の
生

き
方
に
触
れ
る

第
11
回

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
〜
ア
ジ
ア
へ
の
展
開

メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

鈴
木
弘
貴
先
生

﹇
内
容
﹈流
動
化
す
る
ア
ジ
ア
の
メ

デ
ィ
ア
に
つ
い
て
学
ぶ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

日本の音楽

国際俳句　

健康について

高座に上がったチョウさん

米と日本酒

女性詩人

日本のメディア～アジアへの
展開

新
年
に
爆
竹
が
な
い
寂
し
さ
よ

タ
ン（
中
国
）

そ
ら
か
ら
は
ふ
わ
り
ふ
わ
り
と
だ
ん
ご
雪
　
ヨ
ケ
ン（
台
湾
）

あ
か
い
火
で
あ
つ
あ
つ
や
き
い
も
と
て
も
好
きビ

ム
ラ（
ネ
パ
ー
ル
）

冬
の
空
藍
よ
り
青
く
胸
広
く
　
　
　
　
　
　
カ
イ（
中
国
）

ク
リ
ス
マ
ス
子
供
た
ち
の
顔
花
に
な
る

ケ
イ
バ
イ（
中
国
）

落
ち
葉
は
ね
ハ
ラ
ハ
ラ
乱
舞
き
み
は
ど
こ
？
　
　
キ
キ（
中
国
）

Pick up

はじめての和楽器体験
リュウキキさん

「
日
本
の
歌
」
の
授
業
で

は
、
日
本
の
四
季
に
応
じ
て

つ
く
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
歌

を
聴
き
、
み
ん
な
で
一
緒
に

歌
い
ま
し
た
。
久
保
田
葉
子

先
生
は
ピ
ア
ノ
演
奏
も
歌
声

も
す
ば
ら
し
く
、
と
て
も
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る

曲
は「
故
郷
」で
す
。歌
詞
と

リ
ズ
ム
が
大
変
美
し
く
、
中

国
の
故
郷
が
思
い
出
さ
れ
ま

し
た
。
み
ん
な
で
合
唱
を
し

た
後
は
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
、

各
自
思
い
出
の
曲
を
紹
介
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
「
歓
喜
の

歌
」を
発
表
。世
界
中
の
小
学

校
で
教
わ
る
曲
で
す
。
日
本

で
も
こ
の
曲
は
有
名
で
意
味

深
く
、
年
末
に
よ
く
歌
わ
れ

る
と
聞
き
ま
し
た
。
歌
は
国

境
を
超
え
、
心
を
癒
し
て
く

れ
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

私
は「
落
語
」に
つ
い
て
勉

強
し
、
日
本
の
落
語
は
中
国

の
伝
統
芸
能
で
あ
る
「
単
口

相
声（
一
人
漫
才
）」と
似
て

い
る
部
分
が
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

先
生
の
落
語
を
聞
い
て
か

ら
、留
学
生
も
実
際
に
落
語

を
体
験
す
る
こ
と
に
な
り
、

幸
運
に
も
私
が
体
験
者
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
に

置
か
れ
た
高
座
の
布
団
に
座

る
と
、
緊
張
の
あ
ま
り
頭
の

中
が
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
先
生
に
助
け

て
い
た
だ
き
、
な
ん
と
か
演

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
の
話
を
聴
い
て
皆
が
笑

っ
て
く
れ
た
の
で
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。

歌は国境を越え心を癒す
オウヨケンさん

中国芸能との類似点を発見
チョウカイさん

S t u d y  A b r o a d  P r o g r a m  

中
国（
初
）・
イ
ギ
リ
ス
へ

合
計
14
名
が
短
期
留
学

「平成23年度夏期海外語学研修」帰国報告会

平
成
23
年
度
夏
期
海
外
語
学
研
修
の
帰
国
報
告
会
が

昨
年
10
月
６
日（
木
）に
学
内
で
行
わ
れ
た
。研
修
に
参

加
し
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
へ
９
名
、
初
実
施
の
中
国
へ
５

名
。児
童
幼
児
教
育
学
科
２
年
の
渡
邊
梨
奈
さ
ん（
イ
ギ

リ
ス
／
イ
ー
ス
ト
ア
ン
グ
リ
ア
大
学
で
研
修
）
と
社
会

情
報
学
科
２
年
の
粂
佳
恵
子
さ
ん（
中
国
／
北
京
語
言

大
学
で
研
修
）の
司
会
の
も
と
、パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使

用
し
、学
生
一
人
ひ
と
り
が
独
自
の
着
眼
点
を
持
っ
て

活
動
を
振
り
返
っ
た
。ど
の
学
生
も
、外
国
で
ひ
と
夏
を

過
ご
し
た
こ
と
に
よ
る
自
信
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

報
告
会
に
は
横
須
賀
学
長
を
は
じ
め
、教
職
員
や
学

生
も
多
数
出
席
。発
表
を
聞
い
た
学
生
は「
堂
々
と
し
た

発
表
か
ら
研
修
で
得
た
も
の
の
大
き
さ
を
感
じ
た
。中

国
、イ
ギ
リ
ス
の
ど
ち
ら
の
発
表
も
興
味
を
そ
そ
ら
れ

る
も
の
ば
か
り
で
、来
年
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
た
い
と

思
っ
た
」と
語
っ
た
。研
修
に
参
加
し
た
学
生
の
体
験
談

と
帰
国
報
告
会

の
資
料
を
綴
っ
た

「
帰
国
報
告
書
」

（
左
写
真
）
も
発

行
さ
れ
た
。

生き生きとした表情で海外体験を語る学生。

―
―
唱
歌「
故
郷

ふ
る
さ
と

」を
聴
き
母
国
を
想
う
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C a m p u s  U p d a t e
十
文
字
ニ
ュ
ー
ス

平成23年度名誉教授（敬称略） 平
成
23
年
度
本
学
名
誉
教
授「
称
号
記
授
与
式
」を
開
催

30
名
が
新
た
に
名
誉
教
授
に
就
任

タ
イ
研
修
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
温
か
い
交
流

洪
水
被
害
に
あ
っ
た
学
生
に
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

２
０
１
１
年
10
月
19
日（
水
）、本
学
学
生
の
自
宅

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
た
、タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
の
ラ

チ
ャ
モ
ン
コ
ン
大
学
の
学
生
が
来
校
し
た
。ラ
チ
ャ

モ
ン
コ
ン
大
学
と
本
校
と
の
交
流
は
、２
０
１
１
年

８
月
、本
学
の
学
生
17
名
が
海
外
研
修
で
同
大
学
に

訪
問
し
た
こ
と
が
始
ま
り
だ
。約
１
カ
月
間
を
と
も

に
生
活
し
、互
い
の
文
化
を
学
び
な
が
ら
交
流
を
深

め
、研
修
の
終
わ
り
に
は
涙
を
流
し
て
別
れ
を
惜
し

ん
だ
。

そ
れ
か
ら
１
カ
月
後
、バ
ン
コ
ク
で
７
月
末
か
ら

続
い
て
い
た
洪
水
被
害
が
深
刻
化
し
た
。日
本
企
業

に
も
影
響
が
お
よ
び
、こ
の
被
害
に
よ
っ
て
現
地
で

は
４
４
６
名
が
死
亡
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る（
２

０
１
１
年
11
月
５
日
現
在
）。ラ
チ
ャ
モ
ン
コ
ン
大
学

で
も
多
く
の
学
生
が
洪
水
の
被
害
を
受
け
た
。研
修

に
参
加
し
た
本
学
の
学
生
た
ち
は
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
集
め
、彼
ら
が
本
学
に
来
校
し
た
際
に
渡
し
た
。

◆
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
1
年

江
田
茉
莉
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト

ラ
チ
ャ
モ
ン
コ
ン
大
学
の
学
生
は
、日
本
の
印
象

を「
人
が
優
し
い
」「
ご
飯
が
美
味
し
い
」な
ど
と
う
れ

し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
た
。中
に
は「
日
本
人
は
歩

く
の
が
速
い
」と
笑
い
な
が
ら
話
す
学
生
も
。細
か
な

部
分
ま
で
日
本
を
愛
し
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

洪
水
に
つ
い
て
は
、「
す
ご
く
恐
か
っ
た
」「
今
後
の

こ
と
が
不
安
」と
話
し
た
。和
や
か
だ
っ
た
学
生
た
ち

の
表
情
が
一
変
す
る
の
を
見
て
、私
た
ち
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
少
し
で
も
励
ま
し
に
な
れ
ば
と
思
っ
た
。

８
月
に
タ
イ
を
訪
れ
た
と
き
、バ
ン
コ
ク
市
内
の

デ
パ
ー
ト
で
は「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」と
い
う

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て

い
た
。短
冊
に
は
書
き
慣
れ
な
い
日
本
語
で
、「
日
本

が
ん
ば
っ
て
！
」「
日
本
、応
援
し
て
い
ま
す
！
」と
い

っ
た
ま
っ
す
ぐ
な
想
い
が
綴
ら
れ
て
お
り
、思
わ
ず

涙
が
あ
ふ
れ
た
。

小
さ
な
交
流
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。何
か
を

知
り
、誰
か
と
つ
な
が
り
、誰
か
の
た
め
に
行
動
す
る

こ
と
。
今
回
の
経
験
は
、学
生
生
活
や
こ
れ
か
ら
の

将
来
に
生
か
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
多
く

の
こ
と
に
挑
戦
し
、形
に
残
し
て
い
く
た
め
の
原
動

力
に
な
る
だ
ろ
う
。

和
光
特
別
支
援
学
校
中
学
部
が
社
会
体
験
学
習
で
来
校

人
間
発
達
心
理
学
科
の
学
生
が
サ
ポ
ー
ト

２
０
１
１
年
11
月
16
日
（
水
）、埼
玉
県
立
和
光
特

別
支
援
学
校
中
学
部
の
社
会
体
験
学
習
が
、人
間
発

達
心
理
学
科
の
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
。和
光
特
別
支
援
学
校
は
、肢
体
不
自
由
の
障
が

い
が
あ
る
児
童
・
生
徒
が
通
う
学
校
で
あ
る
。今
回

は
大
学
を
知
る
た
め
の
体
験
学
習
と
し
て
来
校
。歓

迎
会
で
は
学
生
の
企
画
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
が
行
わ
れ
、交
流
を
深
め
た
。ま
た
、学
内
の
見

学
、カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
の
食
事
な
ど
、一
緒
に
貴
重
な

体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
特
別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
岩
井
雄
一
記
）

◆
人
間
発
達
心
理
学
科
・
参
加
学
生
の
声

特
別
支
援
教
育
の
経
験
や
知
識
が
少
な
か
っ
た

が
、事
前
に
学
校
を
見
学
し
た
り
、特
別
支
援
教
育

セ
ン
タ
ー
の
先
生
方
に
助
言
を
も
ら
っ
た
り
し
て
、

「
子
ど
も
た
ち
の
目
線
に
立
つ
こ
と
」を
常
に
考
え
て

準
備
を
進
め
た
。当
日
は
、子
ど
も
た
ち
の
た
く
さ

ん
の
笑
顔
を
見
ら
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
。

（
３
年
金
井
仁
美
）

特
別
支
援
学
校
の
引
率
の
先
生
方
か
ら
、「
生
徒

た
ち
の
表
情
が
い
つ
も
学
校
で
見
る
も
の
と
違
う
」

と
聞
い
て
、こ
の
活
動
に
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
と

実
感
し
た
。特
別
支
援
学
校
の
生
徒
と
の
接
し
方
な

ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

（
３
年
村
田
彩
）

人
見
知
り
す
る
生
徒
を

担
当
し
た
が
、手
を
つ
な
い

で
歩
い
て
く
れ
た
。
珍
し

い
こ
と
ら
し
く
、
担
任
の

先
生
方
に「
す
ご
い
！

保

護
者
の
方
に
報
告
し
な
く

ち
ゃ
！
」と
言
わ
れ
て
本
当

に
う
れ
し
か
っ
た
。最
後
の

見
送
り
で
も
、
自
ら
手
を

伸
ば
し
て
握
手
を
し
て
く

れ
て
涙
が
出
て
し
ま
っ
た
。

（
３
年
中
山
未
夢
）

２
０
１
１
年
12
月
１
日（
木
）、30
名
の
先
生
に
称
号
記
が
贈
ら
れ
、新
た
に
名
誉
教
授
が
誕
生
し
た
。

称
号
記
授
与
式
後
の
懇
親
会
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
に
つ
い
て
語
り
合
う
和
や
か
な
時
間
と
な
っ
た
。

カフェテリアで大学のランチ
タイムを体験。

歓迎会ではサンタクロースも登場
した。

新
座
市
健
康
ま
つ
り
で
骨
密
度
測
定
コ
ー
ナ
ー

本
学
学
生
が
来
場
者
の
測
定
を
担
当

食
物
栄
養
学
科
公
衆
栄
養
学
・
長
澤
伸
江
ゼ

ミ
の
３
年
生
６
名
が
、第
31
回
新
座
市
健
康
ま
つ

り
で
骨
密
度
測
定
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
た
。60
〜

70
代
を
中
心
と
し
た
女
性
１
５
１
名
、
男
性
30

名
、計
１
８
１
名
を
測
定
し
て
結
果
を
説
明
し
、

骨
密
度
を
高
め
る
食
事
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
。熱
心
に
説
明
を
聞
い
た
り
、質
問
す

る
方
も
い
て
、学
生
た
ち
は
や
り
が
い
を
感
じ
た

よ
う
だ
。

骨
密
度
は
、踵
骨
に
超
音
波
を
流
し
、骨
内
伝

播
速
度
と
年
齢
に
よ
っ
て
判
定
す
る
。
男
性
の

93
・
3
％
、女
性
の
39
・
0
％
は
健
常
値
だ
っ
た

一
方
、女
性
の
19
・
2
％
は
低
骨
密
度
で
骨
粗
鬆

症
が
心
配
さ
れ
た
。今
回
の
結
果
が
健
康
や
食
事

に
気
を
つ
け
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
だ
。学

生
に
と
っ
て
も
、地
域
住
民
の
方
々
と
触
れ
合
い

な
が
ら
、栄
養
教
育
の
一
端
を
経
験
で
き
て
、有

意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。
（
教
授
長
澤
伸
江
記
）

子
ど
も
大
学
を
開
催
、Ｊ
リ
ー
ガ
ー
と
夢
を
語
る

白
熱
し
た
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム

２
０
１
１
年
10
月
22
日（
土
）、23
日（
日
）、本
学

で「
子
ど
も
大
学
に
い
ざ
」の
第
３
回
・
第
４
回
講

義
が
行
わ
れ
た
。22
日
の
講
義
は
、元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー

の
中
西
哲
生
氏
を
招
い
て
、子
ど
も
た
ち
が
将
来

の
夢
を
発
表
し
た
。自
分
の
言
葉
で
一
生

懸
命
に
夢
を
話
す
子
ど
も
た
ち
の
表
情

が
印
象
的
だ
っ
た
。

翌
日
の
講
義
は「
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
で

利
益
を
上
げ
よ
う
」。
チ
ー
ム
対
抗
で
果

物
屋
の
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム

を
行
っ
た
。
売
上
が
多
い
チ
ー
ム
に
は
賞

金
が
出
る
こ
と
も
あ
り
、ゲ
ー
ム
は
白
熱

し
た
。チ
ー
ム
で
決
め
た
仕
入
れ
数
が
的

中
し
て
、ハ
イ
タ
ッ
チ
し
て
喜
ぶ
姿
も
。当

日
は
本
学
の
桐
華
祭
で
も
あ
り
、賞
金
は
模
擬
店

で
の
買
い
物
に
使
い
、皆
で
分
け
合
っ
た
。経
営
の

難
し
さ
と
楽
し
さ
を
体
験
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

（
取
材
・
文：

大
嶋
理
恵
記
者
）

シミュレーションゲームの説明を熱心に聞
く子どもたち。 本学学生から手渡されたパッチワークの激励メッセージ。

バスから降りてきた生徒たちをお出迎え。

骨密度を高める必要性を丁寧に説明。

本学に貢献された先生方が一堂に会した。 式典であいさつを述べる十文字一夫理事長。

子どもたちは自分の夢をボードに書き込
んだ。

小林芳仁

岩佐幹三

芦葉浪久

狩野敏也

志村尚夫

木寺博子

相場 了

立川多恵子

湊 和夫

松本 進

溝口睦子

難波康之祐

e橋恵美子

笹子謙治

高橋朋子

e橋眞琴

宮丸凱史

関口はつ江

山口佳也

中佐古 勇

萩原昌好

佐藤文代

藤野紀男

鶴木 眞

小布施圭佐三

伊藤わらび

若山皖一郎

鎌田恒夫

星（渡邊）三和子

西澤喜代美
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「
イ
モ
プ
ロ
」が
大
躍
進
！

学
生
考
案
ス
イ
ー
ツ
の
収
益
を
東
北
へ

昨
年
の
５
月
、学
生
５
名
が
新
座
産
の
サ
ツ
マ
イ
モ
で
地
域
活

性
化
を
図
る「
イ
モ
プ
ロ
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。「
イ
モ
プ
ロ
」

の
使
命
は
２
つ
。１
つ
目
は
、サ
ツ
マ
イ
モ
の
焼
酎「
指し

月げ
つ

喝か
つ

」を

新
座
市
の
特
産
品
に
す
る
た
め
、栽
培
に
協
力
す
る
こ
と
。２
つ

目
は
、サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ
た
新
商
品
を
開
発
・
販
売
し
、収
益

を
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
と
し
て

東
北
へ
贈
る
こ
と
。
12
月
に
は
「
指
月

喝
」が
完
成
し
、商
品
タ
グ
に
学
生
の

取
り
組
み
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

で
学
生
が
考
案
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ス

イ
ー
ツ「
ス
い
ー
も
」を
販
売
。収
益
の

21
万
40
円
を
義
援
金
と
し
、2
月
に
学

生
5
名
が
東
北
へ
届
け
に
向
か
う
。

「
１
１
０
番
の
日
講
演
・
実
演
」を
開
催

新
座
警
察
署
が
迅
速
な
通
報
を
促
す

１
月
10
日（
火
）の
１
１
０
番
の
日
に
、本
学
で
新
座
警
察
署

お
よ
び
本
学
防
犯
リ
ー
ダ
ー
・
学
生
支
援
企
画
委
員
会
主
催
の

「
１
１
０
番
の
日
講
演
・
実
演
」が
行
わ
れ
、１
０
０
名
を
超
え

る
参
加
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。講
演
で
は
埼
玉
県
警
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ポ
ッ
ポ
く
ん
」と
新
座
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
ゾ
ウ
キ
リ
ン
」
が
、
寸
劇
で

１
１
０
番
通
報
の
し
か
た
を
紹
介
。高

野
邦
夫
署
長
は
、「
何
か
あ
れ
ば
た
だ

ち
に
１
１
０
番
通
報
す
る
こ
と
」「
犯

人
の
特
徴
や
逃
げ
た
方
向
を
な
る
べ

く
覚
え
て
お
く
こ
と
」
を
心
が
け
て

ほ
し
い
、と
話
し
、１
１
０
番
通
報
の

大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
学
ん
だ
。

（
取
材
・
文：

川
島
桃
子
記
者
）

国
語
国
文
専
攻
の
学
び
が
ま
す
ま
す
充
実

新
た
に
日
本
語
検
定
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

短
期
大
学
部
国
語
国
文
専
攻
の
学
生
た
ち
は
、漢
字
検
定
、硬

筆
書
写
検
定
、ハ
ン
グ
ル
能
力
検
定
の
ほ
か
に
、昨
年
か
ら
日
本

語
検
定
な
ど
、多
様
な
資
格
の
取
得
に
挑
戦
し
て
い
る
。今
年
は

星
野
祐
子
先
生
が
検
定
直
前
講
座
を
担
当
。ま
た
、Ｏ
Ｇ
講
座
と

し
て
声
優
の
卵
・
安
川
美
希
さ
ん
の「
朗
読
講
座
」を
行
い
、ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
フ
レ
コ
も
体
験
し
て
盛
り
上
が
っ
た
。課

外
活
動
は
、演
劇
鑑
賞
や
美
術
館
見
学
な
ど
に
加
え
、赤
間
ゼ
ミ

で
は『
源
氏
物
語
千
年
の
恋
』の
映
画
鑑
賞
に
出
か
け
た
。短
期

大
学
部
は
、来
年
度
か
ら「
表
現
文
化
学
科
」の
１
学
科
制
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。

新
体
制
で
も
引
き
続
き
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き

た
い
。国
語
国
文
学
会
は
し
ば
ら
く
活
動
を
休
止
す
る
が
、学
会

誌『
十
文
字
国
文
』の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
ほ
し
い
方
は
国
文
研

究
室
ま
で
。

も
こ
や
ん
と
始
め
る
冬
の
節
電

省
エ
ネ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
も
こ
や
ん
」が
登
場

本
学
で
は
、平
成
23
年
度
冬
期
も
引
続
き
東
北
の
被
災
地
復

興
に
配
慮
。さ
ら
に
、停
電
を
防
ぐ
た
め
に
も
、無
理
の
な
い
範

囲
で
の
節
電
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、省
エ
ネ
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
も
こ
や
ん
」を
使
用

し
た
節
電
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
制
作
。全
学
生
お
よ
び
教
職
員
へ
配

布
し
、節
電
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
っ
て
い
る
。ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
で
は
、冬
の
電

力
使
用
事
情
を
は
じ

め
、
節
電
を
意
識
し
た

教
室
の
使
用
方
法
、
暖

か
く
過
ご
す
た
め
の
ち

ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ
ア

な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
総
務
課
長
柳
澤
貞
夫
記
）

大
地
震
を
想
定
し
避
難
訓
練
を
実
施

安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
導
入

本
学
で
は
、授
業
時
間
中
に
大
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定

し
、今
年
度
２
回
目
と
な
る
避
難
訓
練
を
10
月
13
日（
木
）に
実
施

し
た
。今
回
は
、大
地
震
発
生
時
に
学
内
各
所
か
ら
避
難
す
る
に

あ
た
り
、
経
路
、
障
害
物
の
有
無

な
ど
を
検
証
し
、建
物
や
放
送
設

備
な
ら
び
に
避
難
誘
導
を
行
う
際

の
改
善
点
な
ど
を
確
認
。
ま
た
、

避
難
訓
練
実
施
に
あ
わ
せ
て
新
た

に
導
入
し
た「
安
否
確
認
シ
ス
テ

ム
」の
試
験
運
用
を
行
い
、不
具
合

が
な
い
か
、検
証
を
行
っ
た
。

（
総
務
課
長
柳
澤
貞
夫
記
）

表
現
文
化
大
賞
の
作
品
を
公
募

テ
ー
マ
は「
再
生
」。ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
募
集

本
学
短
期
大
学
部
は
平
成
24
年
度
に「
表
現
文
化
学
科
」を
新

設
す
る
。こ
れ
を
記
念
し
て
昨
年
、全
国
か
ら「
跳
ぶ
」を
象
徴
す

る
絵
や
文
章
な
ど
の
作
品
を
公
募
し
て「
表
現
文
化
大
賞
」を
開

催
し
た
。今
年
行
わ
れ
る
第
２
回
目
の
公
募
は
、3
月
か
ら
5
月

末
ま
で
受
け
付
け
る
。詳
し
く
は
２
月
、短
期
大
学
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
。感
性
を
生
か
し
た
た
く
さ
ん
の
作
品
を
お

待
ち
し
て
い
る
。

C a m p u s  U p d a t e
十
文
字
ニ
ュ
ー
ス

免
許
状
更
新
講
習
の
お
知
ら
せ

平
成
24
年
8
月
に
講
習
を
実
施

教
員
免
許
更
新
制
は
、
教
員
が
定
期
的

に
最
新
の
知
識
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と

で
必
要
な
資
質
能
力
を
保
持
し
、
社
会
の

尊
敬
と
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
平
成
21

年
4
月
に
導
入
さ
れ
た
。
本
学
で
も
平
成

21
年
度
か
ら
講
習
を
実
施
し
、
多
数
の
卒

業
生
が
受
講
し
て
い
る
。平
成
24
年
度
の
予

定
は
、必
修
講
習
が
８
月
１
日（
水
）・
２
日

（
木
）
の
２
日
間
、
選
択
講
習
が
８
月
３
日

（
金
）・
６
日（
月
）・
７
日（
火
）の
３
日
間
。

受
講
対
象
者
、
内
容
等
の
詳
細
は
３
月
以

降
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
募
集
要

項
で
ご
確
認
願
い
た
い
。

＊
日
程
等
の
予
定
は
変
更
に
な
る
場
合
あ
り

講演後、埼玉県警察音楽隊が演奏。

『もこやんとはじめる
冬の節電ハンドブック
2011～2012』

［お問い合わせ］
学生SSセンター・教職支援室
E-mail:kyosyoku@jumonji-u.ac.jp
ＴＥＬ：048-477-0579

部門
○1 表現文化学科のキ
ャラクターを描く
○2「再生」をテーマに、
詩を書く

公募期間
2012年3月1日～5月
末日

対象
全国の高校生、本学
大学生・短大生、本学
全卒業生

応募先
短期大学部研究室

大学、大学院、短期大学部、留学生別科合同で学位記授与式を執

り行います。どうぞご参列ください。

平成24年3月19日（月）10時30分
※卒業生は10時10分までに所定の席に着席

本学記念ホール2階　メインアリーナ

・駐車場のご用意がございませんので、公共の交通機関をご利用ください。

・来場者多数の場合は別会場をご案内し、TV中継をご覧いただくこととなります。

・式次第などは、当日配布します。

・式（約１時間）終了後、各学科の集いおよび卒業記念写真撮影があります。学

科、専攻により終了時間は異なりますのでご了承ください。また、当日、７号

館１階カフェテリアおよび隣接するグラウンドにて、卒業を祝う全体会が計

画されています。立食形式で軽食程度ですが保護者の方もご参加いただく

予定です。

● 学位記授与式のご案内 ●

日時

会場

省エネキャラクター
「もこやん」。校庭に整列する学生たち。

〜
就
職
ゼ
ミ
合
宿
／
就
職
ゼ
ミ
・
合
同
集
団
面
接
大
会
〜

本
学
の
就
職
支
援
の
一
環
と
し
て

昨
年
12
月
に
実
施
さ
れ
た
就
職
ゼ
ミ
合
宿
と
面
接
大
会
。

参
加
し
た
学
生
の
中
か
ら
水
野
遥
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
を
お
届
け
し
ま
す
。

就
職
活
動
奮
闘
記

12
月
３
日（
土
）・
４
日（
日
）に
国
立
女
性
教
育
会

館
で
行
わ
れ
た
就
職
ゼ
ミ
合
宿
に
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
は
４
人
１
組
で
集
団
面
接
の
模
擬
練
習
を

繰
り
返
し
行
い
ま
し
た
。そ
の
様
子
を
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
で
撮
影
し
、参
加
し
た
み
ん
な
で
確
認
。振
り
返

り
の
時
間
で
は
、映
像
を
も
と
に
、講
師
で
あ
る
白

井
章
詞
先
生
や
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
々
か
ら
評

価
や
改
善
ポ
イ
ン
ト
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

翌
日
は
、
企
業
研
究
を
進
め
る
う
え
で
の
ポ
イ

ン
ト
整
理
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
模
擬

面
接
を
実
施
。
１
日
目
に
比
べ
、
参
加
し
た
学
生
一

人
ひ
と
り
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
様
子
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
12
月
10
日
（
土
）に
他
大
学
と
合
同
で

行
わ
れ
た
「
就
職
ゼ
ミ
・
合
同
集
団
面
接
大
会
」
に

参
加
し
、
こ
の
２
日
間
で
習
得
し
た
こ
と
を
早
速
生

か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
面
接
官
と
の
や
り
と

り
で
は
、「
内
容
を
簡
潔
に
、
ま
ず
は
結
果
か
ら
伝

え
る
こ
と
」
を
意
識
。
ま
た
、
実
際
に
企
業
で
働
い

て
い
る
方
々
か
ら
直
接
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
他
大
学
の
学
生
と
交

流
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
て
、
充
実
し
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

●1 講師の説明に耳を傾け、メモをとる受
講生。

●2 合宿での模擬面接の様子。

社
会
情
報
学
部

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
3
年

水
野
遥

●3 合宿での学びが自信につながり、
表情も柔らかくなりました。

●4 面接大会には他大学の学生も多
く参加。

Diary●2

●1

●4

●3

短期大学部第2回
「表現文化大賞」公募要項
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《お問い合わせ》 募集・入試センター 7：0120-8164-10

人間福祉学科

生活情報学科

メディアコミュニケーション学科

表現文化学科

2名

5名

5名

10名

郵送：3月1日（木）～3月13日（火） 必着

窓口：3月14日（水） 9：00～12：00
3月17日（土） 3月20日（火）

学部

人間生活学部

短期大学部

◎平成24年度入試日程

一般入試

学科 募集定員 出願期間 試験日 合格発表

社会情報学科

コミュニケーション学科

人間福祉学科（社会福祉コース）

5名

5名

5名

郵送：3月1日（木）～3月13日（火） 必着

窓口：3月14日（水） 9：00～12：00
3月17日（土） 3月20日（火）

学部

社会情報学部

人間生活学部

学科 募集定員 出願期間 試験日 合格発表

人間福祉学科

生活情報学科

メディアコミュニケーション学科

表現文化学科

Ⅴ期

郵送：2月10日（金）～

3月15日（木）必着

個別に連絡

①エントリーシート

②面談

③レポート
※有資格者型はレポート免除

学科 エントリー期間 面談日 選考内容

D日程

AO入試

編入学入試

対話型･有資格者型ＡＯ入試

幼児教育学科

児童教育学科

人間発達心理学科

郵送：2月25日（土）～

3月12日（月） 必着
3月17日（土）

①エントリーシート
②面談
③幼児：作文・話し合い
児童：表現活動
心理：小論文

学科 エントリー期間 課題・面談日 選考内容

課題型ＡＯ入試

★面談では、希望学科の教育内容や特色・資格などについての理解を確認します。
また、志望理由や将来の希望などを話していただきます。皆さんの考えを面談を通じて伝えてください。

★人間福祉学科社会福祉コースについては、社会福祉士国家試験受験資格取得が可能です。

◆オープンキャンパス

日時：平成24年3月25日／4月22日／5月

27日いずれも日曜／13：00～16：00

場所：本学新座キャンパス。事前予約は

不要。

◆学校見学

随時受け付けています。事前予約は不要。

［月～金］9：00～17：00

［土］9：00～12：00
※日祭日は除く

人間生活学部

短期大学部

人間生活学部

学部

学部

Check! 入試説明会 平成24年2月23日（木）・3月8日（木）13：00～／本学新座キャンパスにて／事前予約は不要

チャンスはまだまだこれから！ 3月に
出願できる入試は
次の通りです

A d m i s s i o n  I n f o 〈最新入試情報〉 E x t e n s i o n  N e w s

平成23年度公開講座レポート
今年度も多彩な公開講座を開催。多くの方々にご参加いただきました

本学の大学開放・地域連携推進センタ
ーでは、今年度も学科が主催する公開講
座、桐華祭講演会、小学生対象の「子ど
も大学にいざ」、彩の国大学コンソーシア
ム主催の講座など、多彩な「学びの場」を
提供してまいりました。中から一部、講座
内容や会場の様子をご報告します。

■国語国文学会講演会
2011年5月に「異文化を生きる 日本
から韓国へ・韓国から日本へ」をテーマ
に講演会を実施しました。

■生活情報学科公開講座
2011年5月～2012年2月にわたって開
催された「生活に役立つ情報講座」（前
期・後期／全６回）では、実習形式のパソ
コン体験講座に加えて、講義形式で学習
する「今、日本市場で何が起きているか」
「若者の『つながり』をつくるNPOカタリ
バの10年―学校に社会をとどける活動
とは―」を実施。普段の生活ですぐに役
立てられるパソコン講座と、タイムリーな
内容の講演は大変好評でした。

■食物栄養学科セミナー
2011年10月に「食育セミナー～食の専
門家の視点から学ぶ～」を実施しました。

■短期大学部文学科英語英文
専攻公開講座
2011年12月に開催した公開講座では、

「海外を目指せ！輝くフィールドはグロー
バル！」をテーマに、本学の福岡賢昌専任
講師が、統計的な資料を交えながら日本
の現状をわかりやすく解説。若い世代に
向けて「グローバルな視野と、ある程度
の語学力を身につけ、クリエイティブな
挑戦者であってほしい」というメッセージ
を送りました。

■桐華祭特別講演会
2011年10月の桐華祭では、スポーツ

ジャーナリストの中西哲生氏をお招きし、
講演会「サッカーとスポーツの未来～ス
ポーツと社会のつながり～」を開催しま
した。

■新座市内大学公開講座
新座市教育委員会との共催で開かれ

た公開講座（全４回）のテーマは「高齢期
の心豊かな生活のために」。2011年11月
～12月にかけて開催され、第１回の「着物
と私」では、英語英文専攻のシーラ・クリ
フ准教授が、自身の着物とのかかわり、海
外で進めている着物の紹介活動につい
て、多くの美しい写真とともに説明しまし

た。第２回「高齢者のためのパソコン教
室」では、メディアコミュニケーション学
科の角田真二教授が、初心者が気軽に楽
しめるインターネットの使い方を指導。第
３回「楽しく食べて、いきいき健康」では、
食物栄養学科の服部富子教授が食べ物
と健康の関連性をわかりやすくレクチャ
ーした後、同学科の木村靖子専任講師
が、実習指導。第４回「高齢期の住まいと
福祉文化」では、人間福祉学科の安岡芙
美子教授、新井幸恵教授が、身近な実例
を挙げて丁寧に解説しました。
どの講座も参加者のニーズに合った
内容で、「参加してよかった」との感想を
多くいただきました。

■彩の国大学コンソーシアム
公開講座
国語国文専攻の小林実専任講師が、

2011年9月に「明治の新聞でよむ西郷隆
盛生存伝説」と題した講座を実施。豊富
な資料をもとにした解説に参加者は熱心
に耳を傾けました。

大学開放・地域連携推進センター

TEL：048-477-0958（直通）

FAX：048-477-0764

E-mail：ext@jumonji-u.ac.jp

新座市内大学公開講座
第１回「着物と私」

新座市内大学公開講座
第3回「楽しく食べて、いきいき健康」

生活情報学科公開講座
第5回「表計算ソフトウェア活用講座」

平成24年度の公開講座の詳細につきましては、本学ホームページま

たは『新座だより』をご覧ください。ご案内パンフレットをご希望の方

は、大学開放・地域連携推進センターまでご連絡ください。


